
国
会
事
項

人
事
異
動

官
庁
報
告

平成™™年œ月�日 金曜日 第œš—�号官 報

衆

議

院

議
案
提
出

四
月
三
十
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

郵
政
改
革
法
案

日
本
郵
政
株
式
会
社
法
案

郵
政
改
革
法
及
び
日
本
郵
政
株
式
会
社
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

四
月
三
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

民
主
党
参
議
院
議
員
会
長
の
農
地
転
用
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
公
的
助
成
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
宮
本
岳
志
提
出
）

内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
塩
川
鉄
也
提
出
）

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
け
る
政
権
崩
壊
に
関
す
る
第
三

回
質
問
主
意
書
（
鈴
木
宗
男
提
出
）

総
務
省
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
に
お
け
る
検
察
庁

の
裏
金
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す
る
再
質
問
主
意

書
（
鈴
木
宗
男
提
出
）

答
弁
書
受
領

四
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
竹
島
問
題
に
対
す
る
鳩
山

由
紀
夫
内
閣
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
外
務
省
沖
縄
事
務
所
職
員

が
私
費
で
写
真
展
を
主
催
し
た
こ
と
の
是
非
に
関
す
る

第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
七
十
五
歳
以
上
の
健
康
診

断
受
診
率
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
検
察
庁
に
よ
る
刑
事
事
件

の
捜
査
情
報
の
管
理
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
検
察
官
に
よ
る
取
調
べ
の

実
態
及
び
そ
れ
に
対
す
る
法
務
省
政
務
三
役
の
認
識
等

に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
ハ
イ
リ
ス
ク
港
指
定
問
題

に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
竹
島
問
題
に
対
す
る
鳩
山

由
紀
夫
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
提
出
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
け

る
政
権
崩
壊
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
水
道
管
耐
震
化
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

四
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

郵
政
改
革
法
案
（
閣
法
第
六
一
号
）

日
本
郵
政
株
式
会
社
法
案
（
閣
法
第
六
二
号
）

郵
政
改
革
法
及
び
日
本
郵
政
株
式
会
社
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六

三
号
）

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
村
田
吉
ø

外
四
名
提
出
）（
衆
第
一
八
号
）

答
弁
書
受
領

四
月
三
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
川
田
龍
平
提
出
日
本
原
燃
（
株
）
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安
全
管
理
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
六
〇
号
）

参
議
院
議
員
浜
田
昌
良
提
出
初
犯
の
薬
物
事
犯
者
に
よ

る
再
乱
用
防
止
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
第
六
一
号
）

内

閣

国
務
大
臣

千
葉

景
子

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
中
井
洽
帰
朝
に
つ
き
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
事
務
代
理
を
免
ず
る

同

千
葉

景
子

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
中
井
洽
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）
事
務
代
理
を
免
ず
る

外
務
副
大
臣

武
正

C

一

コ
ス
タ
リ
カ
国
大
統
領
就
任
式
典
に
参
列
す
る
特
派
大
使

を
命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
二
日
ま
で
と
す
る

財
務
官

玉
木
林
太
郎

（
大
臣
官
房
審
議
官
）
財
務
事
務
官

林

信
光

（
同
）
同

根
本

洋
一

（
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
理
事
）
同

坂
口

勝
一

（
日
本
銀
行
副
総
裁
）

山
口

“
秀

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
務
会
第
四
十
三
回
年
次
会
合
臨
時
総

務
代
理
た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日
ま
で
と
す
る（
各
通
）

（
以
上
四
月
二
十
七
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

平
野

博
文

外
務
大
臣
岡
田
克
也
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

（
東
京
高
等
裁
判
所
判
事
）
判
事

柳
田

幸
三

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
四
月
二
十
八
日
）

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

長
妻

昭

経
済
産
業
大
臣
Æ
嶋
正
行
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

〇
国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

同

長
妻

昭

国
土
交
通
大
臣
前
原
誠
司
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
国
土
交
通
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

〇
防
衛
大
臣
臨
時
代
理

同

平
野

博
文

防
衛
大
臣
北
澤
俊
美
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
防
衛
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

同

長
妻

昭

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
前
原
誠
司
海
外
出
張
不
在
中
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
事
務
代

理
を
命
ず
る
（
以
上
四
月
二
十
九
日
）

官
庁
事
項

中
国
地
方
整
備
局
公
示

河
川
法
（
昭
和

3
9年
法
律
第

1
6
7号
）
第

1
7条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
河
川
管
理
施
設
と
道
路
と
の
兼
用
工
作

物
の
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
同

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
出
雲

河
川
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成

2
2
年
５
月
７
日

中
国
地
方
整
備
局
長
福
田

功

１
河
川
の
名
称
斐
伊
川
水
系
神
戸
川

２
河
川
管
理
施
設
の
名
称
又
は
種
類
神
戸
堰
の
管
理

橋

３
河
川
管
理
施
設
の
位
置

神
戸
川
左
岸
島
根
県
出
雲
市
下
古
志
町
8
4番
１
地

先

右
岸
同
県
同
市
高
松
町
2
6
2番
１
地
先

４
管
理
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名
道
路
管
理
者
出
雲
市
長
長
岡
秀
人

住
所
島
根
県
出
雲
市
今
市
町
7
0番
地

５
管
理
の
内
容

\
道
路
専
用
施
設
（
管
理
橋
上
部
構
造
及
び
そ
の
付

属
物
で
も
っ
ぱ
ら
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は

工
作
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
新
設
（
道
路
の
付

属
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
改
築
、
維
持
又
は
修

繕

]
原
則
と
し
て
道
路
専
用
施
設
に
係
る
災
害
復
旧

６
管
理
の
期
間
平
成
2
2年
３
月
2
3日
か
ら
道
路
の
存

続
す
る
日
ま
で

法

務

再
審
に
よ
る
無
罪
判
決
の
公
示

菅
家
利
和
（
無
職
、
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
一
日
生
）

に
対
し
て
、「
平
成
二
年
五
月
一
二
日
、（
一
）
栃
木
県
足
利

市
伊
勢
南
町
九
番
地
三
所
在
の
パ
チ
ン
コ
店「
ロ
ッ
キ
ー
」

の
駐
車
場
で
、
松
田
真
実
（
当
時
４
歳
）
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
目
的
で
声
を
か
け
、
同
市
内
の
渡
良
瀬
川
河

川
敷
内
低
水
路
護
岸
上
ま
で
同
児
を
連
行
し
て
誘
拐
し
、

（
二
）
同
児
の
頸
部
を
両
手
で
絞
め
つ
け
て
窒
息
死
さ
せ

て
殺
害
し
、（
三
）
同
児
の
死
体
を
付
近
の
草
む
ら
に
運
ん

で
捨
て
た
」
と
の
事
実
に
つ
き
、
有
罪
判
決（
無
期
懲
役
）

が
確
定
し
て
い
た
が
、
再
審
の
結
果
犯
人
で
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
か
ら
、
平
成
二
二
年
三
月
二
六
日
無
罪

の
言
渡
し
を
し
た
。

宇
都
宮
地
方
裁
判
所

Ÿ
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